
 

 

 

 

 

 

 

１．「自然観察サポーター」を紹介します 

「いらご さららパーク」の園地は自由に散策することができます。より詳しく自然について学びたい方

のために、休暇村の「朝のお散歩会」（7:00～）に併せて「自然観察サポーター」のガイドによる自然観察

会を毎週１回程度行っています。今回は、新たに加わったサポーターの方をご紹介します。 

高橋 章子（たかはし あやこ）さん 

○出身地・略歴 

愛知県豊橋市出身。自然豊かな田原市に転居したことで、

身近な自然の面白さに気づき始め、「たはら里山の会」＊

に入会。渥美半島の野山や海岸を歩き、自然に親しんでい

ます。 

○趣味・特技 

低山ハイキング、草むしり 

○サポーターの活動で心がけていること 

みんなで楽しく歩き、一緒に面白がることを大切にして 

います！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．園内で見られる樹木の一部を紹介します 
クロマツ【マツ科マツ属】 （観察できる場所：園内全体） 
主に本州から九州の海岸近くの砂浜や岩の上などに自生しています。潮風に強いのが特徴で、海の近くで

は造林や砂防といった実用目的で植栽されているほか、家庭でも盆栽や庭木として親しまれています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

葉は堅くて触ると痛い！ 

（マツでもアカマツは痛くない） 

自然観察会の概要 
【実 施 日】原則、毎週日曜日 

                   【集合場所】休暇村伊良湖 本館ロビー（園地に隣接する建物） 
                         （田原市中山町大松上１）           
                   【所要時間】30分～１時間程度（天候等により変更。途中退出可） 
                   【そ の 他】・参加費無料、事前申込不要 

・少雨決行、荒天中止  
・参加された方には、記念品をプレゼント！ 

※実施日等については変更する可能性があります。事前に休暇村伊良湖（0531-35-6411）へご確認ください。 

☆冬の自然観察会は、紅葉したハギクソウやみどり池の野鳥が見どころです。双眼鏡の無料貸し出

しもしています。風が強いので、寒さ対策をしてご参加ください。 

樹皮の色が

黒っぽい 

「いらご さららパーク」は、渥美半島先端の田原市伊良湖地域の原風景である「砂丘と湧水（オアシス）の
再生」をテーマに伊良湖休暇村公園内に愛知県が整備した園地です。皆様のご来園を心よりお待ちしております。 

いらご さららパーク通信 No.13 2022 年 11 月 

愛知県環境局環境政策部自然環境課 

松ぼっくりは開く

まで２年半ほどか

かります 

＊たはら里山の会は、田原市が開く里山保全講座を修了した市民からなる団体で、市内で里山を守る取組を実施しています。 

自然観察会の様子 紅葉したハギクソウ 



＜お問い合わせ先＞ 
愛知県環境局環境政策部自然環境課 調整・施設・自然公園グループ 

〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目 1 番 2 号 
電話：052-954-6227、ファックス：052-963-3526 

 E メール：shizen@pref.aichi.lg.jp 
＊事業の詳細はウェブページをご覧ください。  

https://www.pref.aichi.jp/kankyo/sizen-ka/shizen/irago/irago.html  

ヤブツバキ【ツバキ科ツバキ属】        ヤブニッケイ【クスノキ科クスノキ属】 
（観察できる場所：花の広場の近く）           （観察できる場所：花の広場の近く） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
トベラ【トベラ科トベラ属】                   ウバメガシ【ブナ科コナラ属】 
（観察できる場所：みどり池周辺の園路）       （観察できる場所：小松島） 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  
 
 
 
 
 
カクレミノ【ウコギ科カクレミノ属】      ハゼノキ【ウルシ科ウルシ属】 
（観察できる場所：みどり池周辺の園路）    （観察できる場所：小松島など） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

〒441-3615 田原市中山町大松上１ 
電話：0531-35-6411 
https://www.qkamura.or.jp/irago/ 
 

潮風や乾燥に強く、海岸近くに自生する低木で
す。枝葉は切ると悪臭を発するため、節分の時に
戸口に掲げて魔除けにする風習があります。４月
～６月に咲く花は、甘くて爽やかないい匂いがし
ます。 

 

秋に熟す果実の種子からは椿油が採れ、化粧品
から食品まで広く利用されています。真冬に赤色
の花が咲き、中心の雄しべの黄色とのコントラス
トがきれいです。 

 

休暇村伊良湖は、「いらご さららパーク」に隣接するリ 
ゾートホテルです。 
野外施設として、キャンプ場、コテージ、バーベキュー 

広場、テニスコート、グラウンド、体育館などがあります。 

葉をちぎると、シナモンのような甘くスパイシー
な香りがします。沖縄県に自生するニッケイと似て
いますが、香りが劣るため「ヤブニッケイ」と呼ば
れます。 

●←いらご さららパーク 

休暇村伊良湖情報 

海に近い照葉樹林内に自生し、日陰に強いのが
特徴の木です。葉の形が、昔話に出てくる伝説上
の隠れ蓑（着ると姿を消すことができる代物）に
似ていることからこの名前が付きました。 

 

３つに分かれる葉

と分かれない葉が

混ざっているので

観察してみよう！ 

秋に真っ赤に紅葉する美しさが特徴の木で
す。果実から「ろう」を採取するために古くか
ら栽培され、和ろうそく作りなどに利用されて
きました。 

 

温暖な地域の海岸近くで見られる小高木で、ドン
グリのできる木のひとつです。材質が緻密で堅く、
良質な炭ができるため、備長炭の原料にもなってい
ます。 

ウルシの仲間で、樹液に触れるとかぶれるので注意！ 

 花の蜜でメジロやヒヨドリを呼び込み、花粉の運搬と

受粉をしてもらいます（鳥媒花と言います。）。 


